
事例５：「たこをつくって　あげよう！」　　5歳児（１月）

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）
との関連
❸協同性　　❽数量や図形、標識や文字などへの
関心・感覚　 ❾言葉による伝え合い

架け橋期のカリキュラムとの関連
（遊びの中で経験させたいプロセス）

これまでの姿

◎ねらい○内容

遊びの様子（番号：１０の姿との関連） ★環境の構成　　　○保育者の関わり

　Ａ児が❾「お店の看板も作らなくちゃね」と言う

と、Ｂ・Ｃ・D児も「名前も決めなくちゃ」、「何にしよ

う」、と相談しながら、保育者に「明日段ボールを

用意していてね。看板作るから。」と伝え、続きは

翌日にすることになった。

　次の日、登園するなりＣ児がＢ児に❸「名前だけ

ど、『木の実レストラン』にしてもいい？」と尋ねた。

するとＢ児は「いいよ。　でも、Ｄさんが来たら変え

たことを言わないと。」と話し、　Ｄ児が登園する

なり、駆け寄って名前が変わったことを笑顔で伝

えた。Ｄ児も「いいよ。」と言って、準備した段ボー

ルを手に、看板作りが始まった。

　Ｃ児が❽「私、店の名前書く。」と言うと、Ｂ児が

「私も書きたい！」と伝えたため、Ｃ児は「じゃあ、

半分ずつ書こう」と言って、２人で並んで仲良く書

き始めた。　Ｂ児は「『れ』ってどんなに書くんだっ

け？」と言いながら、急いでひらがな表を見て戻

り、間違わないよう真剣な表情で名前を書いてい

た。

・子供達は友達を誘って思いを伝え合いながら、自分
　達で集めた自然物を使った製作を通して、秋ならで
　はの遊びを楽しんでいる。
・ある日、絵本で自然物を使ったお店屋さんを見て、
　「やってみたい」「集めたどんぐりで作りたい」と、さっ
　そく食べ物やメニュー表を作り始めた。

事例４：「レストランごっこをしよう」　5歳児（10月）

○互いの考えや思いを、伝えたり聞き入れたりし

て実現しようとする姿を認め、自分達で遊びを

進める楽しさや充実感を味わえるようにする。

★看板作りに必要な素材（木の実や枝・落ち葉、

段ボール紙等）や道具（ペン等）を幼児が目につ

きやすい場所に準備しておく。

★文字への関心が高まってきていることから、

ひらがな表を目の高さに掲示しておき、使いた

いときにすぐ見られるようにしておく。

◎友達と共通の目的に向かってイメージを伝え合い、工夫したり試したりしながら
　秋の自然物を使って遊ぶ楽しさを味わう。
　　　○友達同士で思いや考えを伝えたり受け入れたりしながら、助け合って作る。
　　　○文字やものの形に興味をもち、まねて書いたり工夫して飾ったりする。

　　　○やりたい遊びに向かって、自分なりの工夫を提案したり友達と丁寧に作ったりする。　　　　　　　　　　

経験を生かして再現する

ルールを考える

何度も挑戦する

遊びや生活の集団が広がる

自分らしさ（よさや
気持ち）を発揮する

自分の力を発揮する

満足感を味わう

イメージを膨らませる

クラスの仲間と力を合わせる

自分達で進める

探究することを楽しむ

友達と共感し合う

失敗しても諦めない

これまでの経験を生かす

友達のよさを認め合う

クラスの色々な友達とつながりをもつ

クラスの一員として自覚をもつ

イメージや考えを交流する



❽数量や図形、標識や文字などへの
関心・感覚

店名の看板を作ろうと、分からないひらが
なはひらがな表で自ら探しながら、友達と
一緒に丁寧に書こうとしている。　

❷自立心
絵本で見たお店屋さんを実現するため、
『木の実レストラン』看板を作ろうとい
う共通の目的をもち、分からない文字
も諦めずに自分で調べて書いたり、イ
メージを伝え合い協力して自然物で
飾ったりして、根気強く看板を仕上げた
ことで達成感を味わっている。

❾言葉による伝え合い
自分なりのアイデアを友達
に伝えたり、相手の話を注
意して聞いたりしながら、
目的に向かって遊びを進
めている。

❸協同性

友達と一緒に、看板
づくりという共通の
目的に向かって考
えたり表現したり、
協力したりしてやり
遂げた充実感を味
わっている。

❸協同性
考えた名前の変更
についてすぐ打診
したり、相手の考え
を受け入れたりして、
一緒に遊ぶ友達の
気持ちも大切にし
ながら楽しく遊ぼう
としている。

◆幼児主体の看板作りの

プロセスで、話し合う力や

思いやり、文字や形への関

心が大きく育まれている。

小学校でも児童理解から、

主体的に課題解決する授

業づくりにつなげたい。

◆伝え合う育ちから、絵本

で共有したレストランごっ

この目的に向かい、協力し

て看板を作ろうとしていた。

保育者が見守りながら、幼

児が必要な時にさりげな

く援助している。

◆子供が何に興味をもって

いるか、何をしたいと思って

いるのかなど、一人一人に寄

り添った見取りをしている。

　自分たちの実現したいこと

を達成しようと、考える姿が

たくさん見られた。

◆保護者に、幼児が夢中になっていることをお便りなどで伝えること

で、ごっこ遊びに必要な材料を、「家庭から持ってくる」という行動にも

つながります。それが家庭での会話のきっかけになり、関心をもっても

らうことで、幼児の自己肯定感を高めることにつながります。

遊びや学びのプロセス（10の姿）


